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科学と技術の融合 19世紀の革新

1800年 ボルタの電池

1856年 パーキンのモーヴ
http://www.ingenious.org.uk/see/Tradeandindustry/Textileindustry/?target=SeeLarge&ObjectID={EA368C50-51FA-72EE-8EA1-1B0F4869E47F}&viewby=images



企業研究所の増加

1900 ＧＥ

1901 ダウ・ケミカル

1902 デュポン

1909 グッドイヤー

1910 ＡＴ＆Ｔ

1912 コダック

エンジニアの時代
CUSOSからPLACEへ



科学の応用としての技術

電気と有機化学

ナイロン（1938年公式発表）

シュタウディンガーの巨大分子仮説

カロザースによる探求

科学が発見し、産業が応用し、
人間がそれに従う
（1933年シカゴ万博モットー）
Science finds, industry applies, man conforms (World’s Fair Motto).



リニアモデル

基礎 応用 開発

科学 技術

川上の決定が重要に

消費者の役割は商品の選択



冷戦型科学： リニアモデルの強化

ブッシュ 『科学 果てしなきフロンティア』(1945)

物理学の「成果」だった原子爆弾



冷戦崩壊と噴出する問題

科学の「軍民転換」

科学知識の死蔵への対処

バイ＝ドール法(1980）、ＴＬＯ

ベンチャー、流動化 研究システムの改変

専門家による管理モデルへの批判

参加型意思決定（コンセンサス会議など）

モード２型の科学技術の進歩 ex. 日本
既存知識の組み合わせ（re-configuration）
多数の知識拠点 超領域的



モード２型
イノベーション

部品の組み合わせ

日経2010年4月9日

社会的需要に対応した組み替え

プログラム科学（吉田民人）



自然の征服から
共生へ

過度な自然支配へ
の懸念

専門家による一方的意
思決定への不満・不安



社会にあるべき技術を選択するのは誰か？

技術における選択の多様性（科学技術においても）
技術は新なる分別の働きを伴う制作
しかし他でもあり得る点で劣る（アリストテレス）

科学技術の過度な自然支配への懸念

科学者・技術者のパターナリズム的傾向
ピアによる評価→安全性なども PA
冷戦型の科学技術システムの既得権化

市民の科学リテラシー vs 専門家の社会リテラシー
専門家の他の専門分野へのリテラシー



科学者による
ブダペスト宣言

社会のための科学（１９９９）
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Responsible Innovation

Innovation for what and for whom, 
and by whom?


